
６月定例市議会は、６月７日から６月２５日まで開

催され、今期、毎回議会質問事項に入れています

⑴子どもの貧困について⑵福祉行政について⑶スポー

ツ振興についての３項目について質問しました。

１、子どもの貧困について

⑴子どもの貧困対策の方向性について

①岡山県の実施した子どもの生活実態調査について

②子どもの貧困対策における今後の倉敷市としての

どのように取り組んでいこうとしているのか

③子どもの貧困対策の担当課の設置について

⑵小学生等訪問型学習・生活支援事業について

①委託事業となっているが、保健福祉局としてどの

ように取り組んでいこうとしているのか

②教育委員会としての事業の関わりについて

③スーパーバイザーの配置について

④困難を抱える世帯への対応について

２、福祉行政について

⑴Ａ型事業所のアセスメントについて

① 導入した目的と経緯について

② 通所奨励金とアセスメント期間について

２、ふじ園のあり方について

①ふじ園の現況について

②今後の取り組みについて

３、スポーツ振興について

①倉敷市の最大規模である水島緑地福田公園体育

館にサブアリーナを併設し、全国大会を開催できる

ようにしてはどうか

②ツーデーマーチのトイレ対策として、トイレの場

所がわかる表示と、庁舎内トイレが利用可能の拡大

をしてほしい。以上３項目について質問しました。

子どもの貧困問題については、アンケート結果からも、

子どもの生活や学習面に支援が必要であると考えている

との見解でした。また、教育委員会とも連携して取り組

んでいくとの見解をいただきました。

Ａ型事業所のアセスメントについては、ふじ園で1カ月

アセスメントを受けて、Ａ型事業所での就労が可能か判

断しているわけだが、いろいろな地域に住んでいる方々

が行ける環境にないので、期間も短くし障がい者の方が

受けやすいようにしてほしいと質問し、期間については

見直しをかけていくとの答弁でした。

倉敷市の体育館で全国大会をについては、中核市でサ

ブアリーナを保有していないのは、倉敷市と盛岡市と下

関市の3市だけであるということがわかりました。

是非、中核市である倉敷市にサブアリーナがないとい

うのは残念なことと再質問しました。

その後の文化産業委員会でも質問をし、当初より前向き

な答弁となりました。

今議会も、各部局で問題点と感じることを質問し、今

後に向けてしっかり取り組んでいただくよう強く要望し

ました。今後も、しっかり頑張ってまいります。
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災害対策についてご意見をお聞かせ下さい。

防災対策の周子街頭演説の周子


